




　東洋文庫は 1924 年に岩崎久彌氏により、モリソン（G. E. Morrison）コレ
クションならびに日本古典貴重資料を含む岩崎コレクションを中核とするア
ジアの貴重図書・資料に関する民間の研究図書館として創設された。その後






























































































































































































































































































































































































































































































































d） 中国・東アジア（19 世紀後半～20 世紀初頭　資料）【超域 -2】
清仏・日清・日露戦争から北洋軍閥期にいたる中国の政治過程および国
際政治・経済・社会動態の詳細記録「モリソンパンフレット」（東洋文庫


































語解』（2012 年刊、2014 年 DB 公開）､『宋会要食貨篇社会経済用語集成』


































































































































以上の結果、中国祭祀演劇写真データベースのアクセス数は 2016 年度 3
月期において、前年度同期の 634,000 件から 20 ％増加して、763,000 件
に到達した。また、中国祭祀演劇動画のアクセス数も 2016 年度 3 月期に

































































　2017 年 1 月 7 日「イラン立憲革命前後のイランと中央アジア」
黒田卓「イラン系知識人の近代性認識と立憲革命」、長縄宣博「1905
年革命とロシア・ムスリム：公共圏の出現と権威の変転」










社会 1918 年－ 1939 年：課題・変化・移行』に参加して」
［海外調査］鈴木恵美「エジプトの名望家に関する文献調査と研究
交流」（2016 年 11 月 25 日～12 月 4 日、エジプト（カイロ））
②トルコグループ

















行してきたが、2016 年度もその継続として月 2 回の研究会を開催し、前








えた。2013 年度に『東洋文庫論叢』第 77 として研究成果を刊行したが、
新たな研究成果の刊行を目指し、2016 年度も活発な研究活動を行った。
簡牘研究には簡牘の実見、発見場所の実地調査が必要である。その観点





濟研究』22、1991 年）を翻訳した（『青山考古』第 35 号、2017 年 5 月）。
今後、中国の研究者による渤海墓制についての研究論文を精査し、それ
ぞれの研究者の渤海墓制の考え方を比較検討していく方針を定めた。

















































































































1991 年のソ連解体前後期に刊行された Haqiqati Uzbekiston、Javononi To-
52





2016 年 6 月 18 日 USMANOVA, Diliara Mirkasymovna（カザン連邦
大学歴史学部教授）
“Традиции восточной археографии в Казанском университете 
в ХХ столетии”
2016 年 9 月 29 日 Sophie Roche（ ハ イ デ ル ベ ル ク 大 学 Junior Re-
search Group Leader）
“Knowledge production on Central Asia: Inquiries into how Social 
Sciences conducted research in and on Central Asia during and af-
ter the Soviet Union?”






























　上記の東南アジアの都市をめぐる研究成果を、2018 年度に TBRL シリー







2014 年度にあらたに購入した皮紙契約文書 11 点の校訂・研究のため、











を開催し（2 月 20～21 日）、研究ネットワークの強化をはかった。
Guy Burak（ニューヨーク大学）“Between Istanbul and Gujarat: De-
scriptions of Mecca in the Sixteenth-Century Indian Ocean”






















と外―当代中国研究の新展開」（2016 年 9 月 24 日）と題する国際シンポジ


















2017 年 1 月 27 日（金）に特別講演会、翌 28 日（土）に講習会を開催した。






































ムページ上のオンラインジャーナル“Modern Asian Studies Review New 
Series”に掲載した。
b） イスラーム諸地域（現代）【超域 -3】








































2013 年度に開催した第 2 回総合アジア圏域研究国際シンポジウムの報告
集“State Formation and Social Integration in Pre-modern South and Southeast 




and Christoph WERNER eds. “Vestiges of the Razavi Shrine Āthār al-































































































疆文書史料研究セミナー」を開催した（2016 年 6 月 4 日）。また、京都
外国語大学国際平和研究所と連携して、第 15 回中央アジア古文書セミナー









高田幸男 *、内田知行、大澤　肇 *、貴志俊彦 *、久保　亨 *、




























































2002 年度において、毎月 2,000 件であったものが、2016 年 3 月末の段階では、
その 246 倍の 492,000 件に達した。これは 7 年前の 2009 年 3 月末における
63
Ⅲ　研究事業
毎月 98,000 件にくらべても、5 倍の伸び率を示している。また、訪問者数に
検索数を加えたアクセス数は、統計を取り始めた 2009 年 1 月において、






















































a）国際ワークショップ：German-Japanese Workshop on Mamulukology 
（2016 年 11 月 5～6 日　東洋文庫）を、マムルーク時代（1250～1517）
の総合研究プロジェクトを行うボン大学と連携して開催し、「ワクフと経





dowments in Asia: Waqf, Charity and Circulations」（10 月 19～20 日）、
ジョージタウン大学カタル校主催「Waqf Workshop」（12 月 4～5 日）
に研究代表者が参加。前者は、中国・東南アジア・南アジアに力点がお
かれ、後者はアラブ諸国を中心とするが、日本中世の寄進をワクフとの
異同の観点から報告をおこない注目を集めた。2017 年 2 月に、ベルリン・
フンボルト大学において、「Stiftung in der Weltgeschichte（世界史にお
ける寄進）」が開催。これは 5 年間の研究プログラム Foundations in Me-
dieval Societies: Cross-cultural comparisons の最終成果報告会で、『中世
社会における寄進百科事典』（ドイツ語、全 3 巻）を刊行中である。いず
れの集会でも、本ワクフ研究の成果物（2015 年度国際シンポジウム英文






































































ント学会発行の Orient 52 や陶磁器関連書籍等で発表した。
（3）基盤研究Ｃ
　①「宋～明代日用類書の基礎的研究」
























c）大澤は 2016 年 11 月 13 日に中国杭州・浙江大学で開催された Confucian 



























　モロッコでは、連携研究者の亀谷学氏が 2016 年 12 月 19 日～12 月 29 日
に海外出張へ赴き、ラバトの国立図書館においてベンスーダ家旧蔵コレクショ
ン（フェスの名家旧蔵の寄贈写本・文書資料）の調査を行った。同館写本部
門長の N. Bensaadoon 氏の協力を得てその全体像を把握し、同コレクショ
ン収蔵文書について、サンプル調査をもとに来歴・内容等の特徴を明らかに
することができた。




　周辺諸国については、連携研究者の吉村武典氏が 2017 年 3 月 1 日～3 月
13 日にかけてチュニジアを訪れ、海外共同研究者の S. Bargaoui 氏（マヌー


































天進教授と 9・10 月の遺跡発掘に関して打ち合わせを行った。2016 年 8 月
29 日～9 月 1 日の間、研究代表者飯島は、北海道にある東京大学大学院人
文社会系研究科付属北海文化常呂実習施設において行われた北京大学考古文
博学院の発掘実習に出向き、発掘技術交流を行った。



































いる。本研究は 2 年で完結させることを目指し、1 年目（平成 27 年度）の
焦点は、再建過程の前史、すなわち神戸・仙台朝鮮学校の設立以降、被災ま






















































































































































































































































































































































（1）『東洋文庫和文紀要』（東洋学報）　第 98 巻第 1～4 号
 A5 判　4 冊（刊行済）
（2）『東洋文庫欧文紀要』 
　（Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko）No.74
B5 判　1 冊（刊行済）
（3）『近代中国研究彙報』39 号 A5 判　1 冊（刊行済）
（4）『東洋文庫書報』第 48 号 A5 判　1 冊（刊行済）
82
（5）Modern Asian Studies Review（新たなアジア研究に向けて）Vol. 8
 オンラインジャーナル（公開）
（6）Asian Research Trends New Series　No. 11 A5 判　1 冊（刊行済）
Ｂ．論叢等出版
（1）『『順天時報』社論・論説目録』 A4 判　1 冊（刊行済）
（2）『敦煌・吐魯番文書の世界とその時代』 B5 判　1 冊（刊行済）
（3）State Formation and Social Integration in Pre-modern South and Southeast 
Asia: A Comparative Study of Asian Society（TBRL16）
 B5 判　1 冊（刊行済）
（4）Vestiges of the Razavi Shrine Āthār al-Rażavīya: a Catalogue of Endowments 
and Deeds to the Shrine of Imam Riza in Mashhad（TBRL17） B5 判　1 冊
（刊行済）
（5）第 5 回総合アジア圏域研究国際シンポジウム要旨集『アーカイブの内
と外―当代中国研究の新展開』 A4 判　1 冊（刊行済）
（6）Le Guide des travaux du parlement marocain（1963-2011）
 A4 判　1 冊（刊行済）
（7）『オスマン民法典（メジェッレ）の研究　賃約編』











　春秋 2 期、年 6 回実施した。
（前期）　共通テーマ「医学・衛生学的中国事情」





第 555 回　2016 年 7 月 22 日（金）
　「公衆衛生学の転換―人は一人では生きていけない―」
長崎大学教授 山本　太郎　氏





第 557 回　2016 年 11 月 22 日（火）
　「活字印刷の選択―キリシタン版を例として―」
上智大学教授 豊島　正之　氏











2016 年 4 月 7 日（木）
「唐大明宮朝堂の功能（淵源と機能）をめぐる新考察」〔中国語・通訳あり〕
陝西師範大学教授 杜　　文玉　氏










2016 年 6 月 18 日（土）
“Традиции восточной археографии в Казанском университете в ХХ 
столетии”〔ロシア語・通訳あり〕
カザン連邦大学歴史学部教授
 USMANOVA, Diliara Mirkasymovna　氏







2016 年 7 月 30 日（土）
「兩漢之際三公制演生小論」〔中国語・通訳なし〕
復旦大学歴史学系副教授 徐　　　冲　氏




2016 年 9 月 29 日（木）
“Knowledge production on Central Asia: Inquiries into how Social Sci-
ences conducted research in and on Central Asia during and after the 
Soviet Union?”〔英語・通訳なし〕
ハイデルベルク大学 Junior Research Group Leader
 Sophie Roche　氏



















2017 年 1 月 27 日（金）
“The historical significance of researching European paper with and 























2017 年 2 月 20 日（月）
“Between Istanbul and Gujarat: Descriptions of Mecca in the Six-
teenth-Century Indian Ocean”〔英語・通訳なし〕
ニューヨーク大学




2017 年 2 月 21 日（火）
国際ワークショップ“Kanun and Taxation in the Ottoman Empire”〔英
語・通訳なし〕
“Transformation of the Ottoman Auxiliary Unit: Yörüks and Müsellems 
in the Balkans as Tax-payers”
東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研究所
日本学術振興会特別研究員（ＰＤ） 岩本　佳子　氏
“Kanun and Kanunname in the Ottoman Empire”
アリゾナ大学教授 Linda Darling　氏











2017 年 3 月 15 日（水）
　「清代官媒初探」
東洋文庫奨励研究員 五味　知子　氏





2017 年 3 月 30 日（木）
　「ロシア・中央アジア・新疆間におけるタタール商人の活動」
日本学術振興会特別研究員（ＲＰＤ） 濱本　真実　氏











2016 年 9 月 11 日（日）
　「もっと知りたい！江戸絵画の世界」
東洋文庫研究員 岡崎　礼奈　氏
















































2016 年 11 月 3 日（木）
「落語で入門！江戸の暮らしと言葉」
落語家 三遊亭好吉　氏





















































2017 年 1 月 8 日（日）
　「古儀式派が変えたロシアの歴史」
法政大学教授 下斗米伸夫　氏










“The historical significance of researching European paper with and 










































2016 年 5 月 1 日（日）・8 日（日）
「三国志と『論語』」
早稲田大学教授 渡邉　義浩　氏









2016 年 8 月 20 日（土）
「製本体験シリーズ第 3 弾　巻物をつくろう！」
東洋文庫研究員 篠木　由喜　氏
2016 年 9 月 15 日（木）、10 月 6 日（木）・20 日（木）、11 月 10 日（木）・24








2016 年 8 月 9 日（火）
「大地図展ミニコンサート」
リュート奏者 佐藤亜紀子　氏




数量／月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計
研究会数 17 20 19 24 17 23 18 23 9 15 22 24 231
参加人数 151 197 201 288 95 202 117 267 131 231 170 227 2,277
Ｂ . データベース公開











 （2017 年 3 月 18 日～2019 年 3 月 14 日）
徐　　　冲（復旦大学歴史学系副教授）
「歴史叙述よりみた漢晋間における官僚秩序の変革」










































































Nahid Pourrostami［Professor, Tehran University］（ほか 8 名）
Singapore
Farish A. Noor［Associate Professor, S・Rajaratnam School of Interna-
tional Studies, Nanyang Technological University］
USA
Christopher Atwood［Professor, University of Pennsylvania］（ほか 1 名）







　また、2016 年 9 月 24 日（土）に《総合アジア圏域研究国際シンポジウム》
として、「アーカイブの内と外─当代中国研究の新展開」を開催した。
４．研究員等の研究業績










年 7 月 2 日）．
③「錦屏文書（清水江文書）与刑科題本」（第三届錦屏文書国際学術研討
会曁錦屏文書与法文化研究高端論壇，於：錦屏文書特蔵館（貴州省錦屏県）, 
2016 年 10 月 2 日）．
青山　亨
①“Social Integration in Majapahit as Seen in an Old Javanese Court 
Narrative”, Karashima Noboru, and Hirosue Masashi（eds.）, State Forma-
tion and Social Integration in Pre-modern South and Southeast Asia: A Compara-
tive Study of Asian Society（Toyo Bunko Reseach Library 16），pp. 165-177, 





①“The Siege of Qingdao: Mobilization and War Experiences in a Ger-
man Leasehold in China during World War I”, Monde（s）, 9, pp. 75-92, 
Presses Universitaires de Rennes, May 2016．
①書評「福岡万里子著『プロイセン東アジア遠征と幕末外交』」（『史学雑誌』, 
第 125 編第 6 号，95～104 頁 , 史学会 , 2016 年 6 月）．
①書評「小池求著『20 世紀初頭の清朝とドイツ：多元的国際環境下の双
方向性』」（『東洋史研究』，第 75 巻第 2 号，87 ～ 98 頁，東洋史研究会， 
2016 年 9 月）．
①「1920年代における中国市場調査：市場の再獲得を目指して」（田嶋信雄・
工藤章編『ドイツと東アジア：1890 － 1945』，451～486 頁 , 東京大学出








レスコビッツ財団 , 2017 年 2 月）．
②『歌麿決定版（別冊太陽：日本のこころ 245）』（平凡社，2016 年，168 頁，
［監修］）．
③「北斎の創作における発想」（AHRC 北斎研究プロジェクト , 於：立命
館大学アート・リサーチセンター，2016 年 11 月 20 日）．
③「北斎の初摺・後摺，署名，包紙，刊年」（AHRC 北斎研究プロジェクト , 
於：学習院大学，2016 年 11 月 25 日）．
荒川　正晴
①“The Silk Road Trade and Traders”, Memoirs of the Research Depart-
ment of the Toyo Bunko, 74, pp. 29-59, The Toyo Bunko, Dec. 2016.
①「通行証としての公験と牒式文書」（土肥義和・氣賀澤保規編『敦煌・
吐魯番文書の世界とその時代（東洋文庫論叢第 80）』，101～114 頁，（公財）




学楠本キャンパス， 2016 年 7 月 23 日）．
飯島　武次
③「関於先商文化的類型区分和地域問題」（首届中国考古学大会，於：中
国考古学会（河南省鄭州市），2016 年 5 月 21 日）．
③「中華文明和日本古代文化」（首届中国考古学大会 , 於：中国考古学会（河
南省鄭州市），2016 年 5 月 22 日，［招待講演］）．
③「日本中国考古学会創立的歴史」（扶風周原博物館講演会，於：扶風周
原博物館（陝西省宝鷄市），2016 年 9 月 29 日，［招待講演］）．
飯島　渉
①「“歴史疫学”の世界：日本におけるマラリア，日本住血吸虫症，フィ
ラリアの制圧とその経験の歴史化」（『医学のあゆみ』，258 巻 4 号，330～




研究」（（公財）東洋文庫 2016 年度前期東洋学講座 , 於：（公財）東洋文庫 , 
2016 年 7 月 15 日 ,［『東洋学報』，98-2, 123 ～ 125 頁 ,（公財）東洋文庫 , 






ながり』，33～54 頁，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 , 
2017 年 2 月）．
③「インド考古調査局 150 年の歩み」（インド考古研究会 50 周年記念シン
ポジウム， 於：東京大学東洋文化研究所，2016 年 5 月 7 日）．
③「インド考古調査局 150 年の歩みとカンナダ語刻文研究」（東洋大学・
東洋学研究所研究発表例会，於：東洋大学白山キャンパス，2017 年 1 月 7
日，［『東洋学研究』，第 54 号，253～254 頁，東洋大学・東洋学研究所，
2017 年 3 月］）．
石川　重雄
①「伝統中国における朝山進香：研究の現状と課題」（『四国遍路と世界の
巡礼』， 第 2 号，64～72 頁，愛媛大学法文学部附属四国遍路・世界の巡礼
研究センター，2017 年 3 月）．
③「伝統中国における朝山進香：研究の現状と課題」（愛媛大学法文学部
附属四国遍路・世界の巡礼研究センター第３回公開研究会，於 : 愛媛大学
法文学部大会議室，2016 年 7 月 30 日）．
石塚　晴通
①「高山寺本義天録と高山寺経蔵」（『東アジア佛教章疏と大覚国師義天の
諸宗教蔵』，195～213 頁，高麗大蔵経研究所 , 2017 年 1 月）．
①「訓点解題」（古典研究会叢書『論語集解（一）』（〈小助川貞次〉，左 1
～57 頁，汲古書院 , 2017 年 3 月）．









1 月 28 日，［Modern Asian Studies Review, Vol. 8, pp. 34-41, Tokyo: The 
Toyo Bunko, Mar. 2017］）．
石橋　崇雄
①「『御製人臣儆心録』：「好名論」・「營私論」・「狥利論」」（『国士舘人文学』, 
第 7 号（通巻 49 号），75～93 頁，国士舘大学文学部，2017 年 3 月）．
③「雍正帝『御製朋党論』考・序説：清代文献史料研究上の問題点を中心
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